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トラフグの中間育成
　トラフグは、てっさやてっちりでおなじみのフグ料理の主役です。下関で「ふく」と呼ばれているフグもトラフグです。三重県では阿児町での漁獲が主ですが、ここ東紀州でも延縄で漁獲されます。
　三重県近海のトラフグは、5月のはじめ頃に伊勢湾口部の海底に卵を産み付け、ふ化した仔魚は伊勢湾のごく浅い海域で成長し、やがて外海に出ていくことが知られています。また、三重県近海のトラフグは広域回遊をせず、伊勢湾を中心として熊野灘から遠州灘にかけて分布することも知られ、他の海域[image: image1]とは独立した群だと考えられています。
一般に、魚類は一度にたくさんの卵を産みますが、ある程度の大きさになるまでに殆ど死んでしまいます。たくさん死んでしまう時期に人の手で育て、生き残りを多くした上で天然海域に放流して大きく育てようというのが栽培漁業です
写真のトラフグは人の手で育てられたもので全長約2cmです（6月8日）。このフグを県内各地の湾や入り江で育成し、約6cmに育て放流します（東紀州では尾鷲と熊野）。栽培漁業の基本的な流れは、採卵から2～3cmまでは栽培センター等で育て、その後放流までは各地の漁協等が中間育成を行います。
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熊野市での中間育成
熊野の海はこのように山がそのまま水に浸かったようにしています。熊野灘に面しているため、波の静かな海域は少ないのですが、二木島漁協ではそのわずかな海面を使って漁業者自らがトラフグの世話を行っています。
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尾鷲市での中間育成
　尾鷲湾は魚類の養殖が盛んなところで、海面は比較的平穏です。ここでもトラフグ漁をする漁師達が世話をしています。「世話」というのは日々の餌やりと小割生け簀の網替えです。左の写真は網替えの様子です。網替えは、網が汚れるのとトラフグの成長にあわせて網目を変えるためで、尾鷲では放流までに2回行いました。
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中間育成の結果
　7月5日に熊野、6日に尾鷲で放流を行いました。東紀州全体で10万尾あまりの放流数です。全長は約6.2cmで、１日で約1.3mm成長していたことになります。左の写真はだいぶトラフグらしい模様になってきていますが、漁獲対象となるのは来年の秋以降です。ガンバって大きくなれよ！
